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表 1～3 は「就労継続支援事業 B 型」（以下「就労 B」）で実施している事業内容です。 

笠間地区にある笠間焼工房｢陽(yoo)｣は、オカリナ・ミニオカリナを委託販売店に卸した

り、笠間の陶炎祭に出店・販売しています。（表 1・表 2） 

水戸地区にある泉町ギャラリー「窯(YOO)」は、笠間焼の常設展販売や年に 3 回の企画

展の他、水戸で行われる祭りに参加しています。（表 2・表 3） 

笠間地区、水戸地区それぞれに「就労」の場として展開しているのではありません。P.3

の図 1 にあるように、地域活動支援センター（以下「地活」）として展開している｢光

(KOO)｣・「風(FOO)」や地域の行事と交流・交絡を図りながら、「生活」の一部としての

「しごと」と位置づけ展開しています。 

陶炎祭の時期になると、｢陽(yoo)｣のメンバーは｢光(KOO)｣に来て『大変だよ』と一息つ

き、陶炎祭の状況を話します。 

「窯(YOO)」で「しごと」をしてきたメンバーは、「風(FOO)」に来て『もうすぐ企画

展だ』、『黄門まつりの時期だね』とまつりで活気づいてきたまちの様子を話します。 

水戸地区のユーザーが笠間の陶炎祭へ、笠間地区のユーザーが水戸のまつりへと遊びに

行くように、交絡の幅は広まっています。 

「地活」は「病気」や「障害」、「生活の大変さ」を安心して語る「場」のみならず、

地域で活動するための「情報」をお互いに得る「場」となります。もちろん、「就労」の

大変さや苦労話、「仕事」が「しごと」と成っているのかという振り返りも含めて。 

「しごと」は「生活」の一部。「生活」を語り、組み立てる「居場所」として「地活」

があります。                             （編集子） 

表１ 2017年度オカリナ・ミニオカリナ委託販売店（4月～11月） 

取引先所在地 委託販売店名 販売額（円） 

茨城県 
笠間市 

笠間工芸の丘 39,000 
笠間焼共販センター 37,500 
製陶ふくだ 15,000 
いちご窯 10,000 

鹿嶋市 鹿嶋人ギャラリー 6,000 

栃木県 益子町 
大塚はにわ店 84,000 
つかもと 90,000 

埼玉県 行田市 さかもと商店 15,000 
東京都 江戸川区 YSG 6,000 
三重県 伊勢市 伊勢福（孫の屋三太） 193,750 

表２ 2017年度イベント参加 

イベント名 開催期間 場所 内容 

笠間の陶炎祭 4/29 
～5/5 笠間芸術の森公園 ミニオカリナ・オカリナ販売 

創作陶芸品販売、かき氷販売 

水戸黄門まつり 8/4 
～8/6 

水戸駅北口 
メインストリート 

ギャラリー常設展 
かき氷販売 

水戸まちなか 
フェスティバル 9/24 水戸駅北口 

メインストリート 
ギャラリー常設展 
オカリナ絵付け教室 
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